
 

令和７年度 学校運営連絡協議会実施報告書 

 

１ 組織   

（１）都立永山高等学校 学校運営連絡協議会（全日制課程） 

（２）事務局の構成 経営企画室長 宇津木未来子＝事務局長、教務部２名 計３名 

（３）内部委員の構成 

   校長、副校長、経営企画室長、教務主任、生活指導主任、進路指導主任、第１学年主任（主幹教諭）、 

第２学年主任（主幹教諭）、第３学年主任（主幹教諭） 計９名 

（４）協議委員の構成（氏名の掲載も可） 

      東京女子体育大学教授 出張吉訓、多摩市立諏訪中学校長 齊木伸郎、永山タウンハウス 5-34団地 

   管理組合理事 引地毅、多摩市教育委員会 池田豊一、ＰＴＡ会長 河野洋志、 

同窓会会長 奈良﨑久和、国士舘大学防災・救急救助総合研究所 都城治、東京消防庁多摩消防署  

平山新、多摩市役所 鈴木優 計９名 

 

２ 令和７年度学校運営連絡協議会の概要 

（１）学校運営連絡協議会（第１～３回）の開催日時、出席者、内容、その他 

   第１回 令和７年５月３０日（金）内部委員９名、協議委員７名 

      協議委員委嘱、委員紹介、評価委員の選出 

     学校経営計画の説明、教育活動計画等の説明、意見交換 

   第２回 令和７年１０月３日（金）内部委員８名、協議委員６名 

     授業公開、教育活動に関する中間報告、学校評価に関する検討、意見交換 

   第３回 令和８年２月２日（月）内部委員８名、協議委員６名 

    授業公開、教育活動に関する成果と課題についての協議、学校評価結果の報告 

 

（２）評価委員会の開催日時、会場、出席者、内容、その他 

   第１回 令和７年５月３０日（金）内部委員２名、協議委員４名 

    学校評価の基本方針の確認、昨年度の学校評価結果の分析・考察 

    今年度の学校評価アンケートの実施に向けた検討 

第２回 令和７年１０月３日（金）内部委員２名、協議委員３名 

    今年度の学校評価の観点・項目、内容の検討、実施時期の検討 

第３回 令和８年２月２日（金）内部委員１名、協議委員３名 

学校評価アンケート結果の説明、協議 

 

３ 学校運営連絡協議会による学校評価（学校評価報告） 

（１）評価の観点 

  「学校への理解」「学校の意欲」「学校の実践」の観点で実施する。 

（２）アンケートの実施時期、対象、規模 

   １月 全校生徒 対象：８７２人 回収：７７４人 回収率：８８．８％ 

  １月 保 護 者 対象：８７２戸 回収： ７８戸 回収率： ８．９％ 

  １月 教 職 員 対象： ５１人  回収： ４９人 回収率：９６．１％ 

   １月 地域住民 対象：１３０人 回収： ２１人 回収率：１６．２％ 

              ※対象地域：タウンハウス永山５－３４団地                         

（３）主な評価項目 

学校運営、学習指導、生活指導、進路指導、特別活動・部活動、健康・安全、ライフ・ワーク・バラ 

ンスの推進、施設・設備、保護者との連携 

（４）評価結果の概要 

  ア 昨年度と比較し、分析した。 

イ 生徒は、全体的に肯定的な回答がやや減少している。その中でも、日々の生活や学校のルールに関 

して十分に出来ていない他の生徒への否定的な傾向が見られる。これは、生徒がお互いに学校のルー 

ルや社会的マナーを守ろうとする自治・自浄の意識が高まってきていると考えられる。また学習面に 

関して、小テストや模試に関する意見や、クラスの雰囲気により授業・学習に集中できない旨の意見 

があるように、学習に向かう生徒の意欲が高まってきたと考えられる。 

ウ 保護者は、肯定的な回答が前年と比較して増加傾向にある。学習面や生活指導面に期待する意見が 

多く見られる。また、出席状況や成績、配布物など学校の更なる情報発信の方法について希望する声 

も多い。 



エ 地域住民からは、登下校時に関する歩行、自転車、バスのマナーに関する指摘を受ける。特にバス 

乗車時の否定的な意見が多く見られる。一方で、防災訓練や防災に関して、近隣の高齢化が進んでい 

ることにより、高校生に期待されていることが見受けられる。 

 

（５）評価結果の分析・考察 

【学校運営】 

  ア 「入学させて良かった」に関する保護者の肯定的な評価が 93％と昨年より 14 ポイント増加し、全

体的に学校の教育活動への理解度が高まってきていると考えられる。 

  イ 組織的な学校運営について、教職員の肯定的な評価が 29 ポイント増加し組織力が高まっていると

考えられる。教育活動や生活指導の面での校内研修の成果と考える。 

ウ 昨年度、体罰・暴言防止や教育相談の充実、資格取得について、保護者から厳しい評価を得たが、

体罰・暴言への取組と資格取得については、肯定的な評価が増加した。 

 【学習指導】 

  ア 「自分なりの課題や目的をもって日々の授業に臨んでいる」生徒は 60％と昨年とほぼ同じ状況であ 

る。進路目標を早めに設定する指導の充実を図り、目的意識の向上につなげていく。 

イ 「授業は分かりやすい」と回答した生徒は 67％と昨年より微増している。引き続き教員の授業改善 

に向け、研修会を充実させるなど取り組んでいく。 

 【生活指導】 

  ア 「学校生活のきまり」やルールを守ることと、制服の正しい着用について、生徒の肯定的な評価が 

50％を割っている。生徒会を中心とした主体的な活動と、教員の組織的な指導とのバランスを取り向 

上を図りたい。 

  イ 学校行事（体育祭、文化祭）は充実について、肯定的な評価をした生徒及び保護者は多い。生徒の 

主体性を重視した行事運営について更なる成果を期待したい。 

  ウ 全教職員共通理解の下での組織的な生活指導の実践に対し、肯定的な回答が 90％と 29 ポイント増 

加した。校内研修等を通じ、組織的な生活指導について理解を深めた成果と考える。 

  エ 部活動については、全体的に肯定的な回答が多いが、加入率は思った以上に増加していない。活動 

している生徒の満足度の向上がみられるが、学校全体としてとらえると課題が残る。また、教育デー 

タ利活用では、部活動に取り組む生徒は学習面でも成果が出ているため、更に活性化したい。 

  オ 登下校時の交通ルールについては、依然として課題である。 

 【進路指導】 

  ア 進路指導については、生徒や保護者とも肯定的な評価が多いが、否定的な評価が一定数ある。生徒

全員の進路実現に向けては否定的な評価の改善が重要であり、一層の情報発信及び、進路行事の内容

精査を行っていく。 

  イ 「進学指導研究校」の実践で取り組んだ「学力分析会」について、教員の肯定的な評価が 25 ポイ 

ント増加した。分析結果に基づくカリキュラムや授業改善等に取り組み、更なる向上を図る。 

  ウ 探究心の向上について、昨年に引き続き生徒及び教員の肯定的な回答が増加している。科目「総合 

的な探究の時間」の取組をはじめ、引き続き組織的な取組に向けて改善していく。 

【その他】 

ア 学校ホームページの充実について、肯定的な評価が少ない。学校の魅力発信の面で重要となるので、 

課題意識をもって改善に取り組む。 

  イ 特別支援教育の取組について、教員の肯定的な評価が 38 ポイント増加した。教育相談委員会の充

実と特別支援教育に関する校内研修の成果と考えられる。 

 

４ 学校運営連絡協議会の成果と課題 

（１）学校運営連絡協議会を実施して得られた成果 

  ア 今年度から防災教育推進委員会の機能を兼務することにより、幅の広い教育活動の視点に基づき御 

指導及び御助言をいただくことができた。 

  イ 多摩市や中学校との連携について協議することにより、お互いの取組について理解が深まった。 

（２）学校運営連絡協議会を実施して明らかとなった課題 

  ア 学校評価アンケート結果に対する学校の対応の明確化 

  イ 交通マナーに関する指導 

  ウ 少子化での生徒募集について、地域連携の強化 

 

５ 学校運営連絡協議会及び学校評価を活用した教育活動の改善事項 

（１）学校運営 

ア 年度当初、生徒及び保護者に対して学校の教育方針を説明する。 

イ 校務分掌の活性化を図り、学校全体で組織的な教育活動を推進する。 



ウ 教職員のライフ・ワーク・バランスを推進する。 

（２）学習指導 

ア 平常の授業や模擬試験等を通して学力伸長を図る組織的計画的な学習指導を継続する。 

イ 観点別学習評価を活用した「指導と評価の一体化」を推進し、生徒のより主体的な学びについて授 

業改善を図る。 

  ウ 目的意識の高い生徒の対応を含め、学力分析会や校内研修会等を通して授業力向上に努める。 

  エ 授業規律に関して、日常の生活指導と関連付け改善に取り組む。 

（３）生活指導 

ア 組織的な生活指導を推進し、生徒に寄り添う指導を実践する。 

イ 本校の生活指導方針を生徒や保護者に示し理解と連携を図り、引き続き安心・安全な学校生活の実 

現に取り組む。 

  ウ 生活指導部を中心に規範意識の醸成に努める。 

  エ 体罰・不適切な指導、暴言の防止に向け、より一層の意識向上を図り組織的に取り組む。 

（４）進路指導 

  ア 進路指導部が中心となり、大学進学を中心に高校三年間を見据えた計画的な進路指導を推進する。 

  イ 進路行事の内容に関し精査する。 

  ウ 進路実現に向けた模試や資格取得等について検討を進める。 

（５）健康・安全 

  ア 学校の統一した取組として、保健環境委員会やホームルーム担任を中心に校内環境整備や清掃活 

動の徹底を図る。 

  イ 教育活動上の安全点検を定期的に実施する。 

（６）特別活動 

  ア 生徒会を中心に、生徒が主体的に取り組める学校行事を推進する。 

  イ 部活動の活性化に向けて生徒への働きかけを強化し、部活動加入率の向上を目指す。 

ウ 部活動の技術指導ができる外部人材を積極的に招聘し、部活動の充実を図る。 

    

６ 「学校が良くなった」と考える協議委員の割合 

（１）協議委員人数 ９人 

（２）学校が良くなったと答えた協議委員の人数 ８人 

 

そう思う 
多少そう 

思う 

どちらとも

言えない 

あまりそう

思わない 

そう思わ 

ない 
分からない 無回答 

５ ３ ０ ０ ０ １ ０ 

 

７ 職員会議及び企画調整会議への協議委員の参加実績及び成果 

  【実績】  職員会議 ０回 延０人    企画調整会議 ０回 延０人 

    

８ その他 

（１）回収率を上げるためにＱＲコードの読み取りによるアンケートを実施したが、保護者の回収率が思う

ように上がらなかった。ＰＴＡと協力し改善策を検討する。 

（２）引き続き多摩市内唯一の都立高校として地域に根付いた教育活動を推進していく。 


